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   Clinical observations have been made recently on the use of "Urobiotic" for 41 patients 
with urinary infections, 19 with cystitis, 14 with urethritis, 4 with pyelitis and 4 with 
prostatitis. 
   In our clinical experiences, every case improved with this drug "Urobiotic", being 
excellent effects in 32 patients,  78%, good results in 6 patients,  14.6%, moderately good re-
sults in 3 patients,  7.4%. 


















はゆかない.そ こで,最 も広範囲に,か つ最 も
強 力に抗菌 力を もつ ような ものを,臨 床 的に先




aminopyfidine50mgを含 んだ新 しい薬 剤であ
る.本 剤 は上記 の三者 を配合す る ことに より,
TerramycinまたはSulfamethiozolの一方 に
耐性 のあ るような菌に も有効で,そ の効力 を広
範 囲にひ ろげたのみな らず,相 加作用 によ り,
著 しく抗菌 力を 増大 し,更 にPhenylazodi-
aminopyridineの配合 に より,尿 路鎮痛剤 とし
て排尿痛 な どの尿 路症状 を速かに寛解す るもの
であ ると いわれてい る.そ こで われわれ も 今
回,阪 大泌尿器科 において,非 特異性尿路感染
症41例に 対 し,Urobioticを使 用 してみた の




























































































































































































































































































































































































































































































































炎14例,前立腺炎4例 および腎孟炎4例 で あった.
Urobioticの投与方法は,全 例とも1日8カ プセルを
分4し,6時 間毎に服用 巳しめた。投与日数は最小5
日間,最大14日間で第1表 に示すように7日 間投与 し
たものが最も多い.















改善されたもの,即 ち,双方 とも(+)の ものを著効
(朴)とし,一方が(+)で,残 り一方が(±)の も
のを有効(+)と し,双方とも(±)か,ま たは一方
のみが(一)の ものを,や や有効(士),そ して双方





























































































残 り2例は,や や有効という程度で,少 数例で ある
が,今 回の治験成績からみると,前立腺炎に対する成
績は,膀 胱炎,尿 道炎,腎孟炎に比較して,少 し劣る
印象をうけるものである.次 に主たる起炎菌別にみた









































































した と報告 している.本 邦 で も,大 堀 ら(1965)
は急性膀胱 炎11例,慢性 尿路感染症9例 の計20
例 にUrobioticを用い,1日4カ プセル の投与
を行 った慢性 尿路感染症3例 は,い つれ も無効
であったが,1日4カ プセル投与 の急性膀胱炎
5例中4例,1日8カ プセル投与 の急性膀胱炎
6例中6例,1日8カ プセル投与 の慢性尿 路感
染症6例 では4例 に 治療効果 を 認 めた と報告
し,ま た溝 口 ら(1965)は,非特異性尿路感染
症33例にUrobioticを無撰択 的に用い,1日4
～6カ プセルの経 口投 与で28例84.8%で有効で
あった と報告 してい る.さ て最近,阪 大泌尿器
科 において尿路感染症109例の起炎菌 に対 して
SM,CMお よびTCの 耐性検査 を行 なった結
果SMは59例54.1%,CMは48例44.0%そ し
てTCは23例21.1%に耐性が認 め られ た.こ の
結果か らみ ると,一 般尿路感 染症 に無 差別的に
Terramycinを用 いた 場合 約80%に 有効 であ
る ことになるが,こ れに更 にSulfamethiozol
を配合 したUrobioticは更 に抗菌範 囲の広 くな
る ことが考 え られ る.事実,われわれの行なった
1日8カ プセル投与 とい う治療方法では41例中
32例78%に著効,6例14.6%に 有効,3例7.4
%に やや有効 で,無 効例0と い う極め て優秀 な
治療成績 を認 めた.し か も副作用 は,わ つか1
例が 胃部不快感 を訴 えたのみで,特 記すべ きも
のを認 めなかった.
IV結 語
阪大泌尿器科 におい て,尿 路感染症41例に対
しUrobioticを投与 した と ころ,自 覚症状では
41例中33例80.5%に,尿 所見 では41例中38例
92.7%に著 明な改善をみ とめ,両 者 を綜合 して
判定す ると全例41例中,著 効32例,有 効6例,
や や 有 効3例,無 効0例 とい う 治療 成績 をえ
た.副 作用 は1例 におい て胃部不快感 を認 めた
のみであった.以 上 の結果か らみて本 剤の1日
8カ プセル投与 は尿路感染症 に対 して極 めて有
効 であ ることが明 らか とな り,尿 路感染症 に遭
遇 した時,先 づ無撰択的 に使 用 して も,そ の大
半 においては充 分効果 の期待 で きる優秀 な治療
薬 であ ると考え られ る.
(1966年2月10日特別掲載受付)
